
経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　本庄市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 77,720 89.69 866.54 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

本市の水道事業は令和3年度決算においても純利益
を計上しているが、費用の大幅な増加が①経常収支
比率や⑤料金回収率、⑥給水原価に影響を及ぼした
と言える。今後は、人口減少に伴う給水収益の減少
や水道施設の更新需要の増加による費用の増加など
により、経営環境はますます厳しいものになってい
くと予想される。
これまで「本庄市水道事業ビジョン」に基づき事業
を推進してきたが、本市水道事業ビジョンについて
は令和5年度から令和7年度にかけて中間見直しが予
定されており、これに伴い、アセットマネジメント
計画の策定及び本市水道事業ビジョンの骨子となっ
ている基本計画の修正を進めている。今後予想され
る厳しい経営環境に対応できるよう、計画的な事業
の推進に努めたい。

1,067.64 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 80.60 99.81 1,903 77,874

全体総括

72.94

①経常収支比率
指標は100％を超えており、経営の健全性は確保されているが、前年度数
値及び類似団体平均値を下回った。この主な要因は、浄水施設の主要な
固定資産を除却したことにより、例年と比較して固定資産除却費が大幅
に増加したことによるものである。
③流動比率
現金預金や未収金等の当座資金が増加したことにより、指標は前年度よ
り上昇した。類似団体平均値を下回っているが、指標は100％を超えてお
り、短期的な債務に対する支払能力は確保されている。
④企業債残高対給水収益比率
健全な経営を維持するため、平成24年度から平成27年度までの間、企業
債の発行を一時的に停止していたことや、平成28年度から再開した企業
債の発行についても一定の抑制策を講じていたことにより、企業債残高
は減少傾向で推移している。これに伴って指標も低下し、類似団体平均
値よりも低い水準となっている。今後は、水道施設の更新や耐震化に向
けて、企業債を効果的に活用し、健全な経営の推進と資産の維持に努め
ていく必要がある。
⑤料金回収率
例年、料金回収率は100％を超え、類似団体平均値も上回っていたが、令
和3年度は費用の増加に伴い給水原価が上昇したことにより料金回収率も
低下し、100％を下回った。これは、事業に必要な費用を給水収益で賄え
ず、不足分を給水収益以外の収益で賄っていることを表している。今年
度発生した費用の大幅な増加は一時的なものであるが、今後は料金回収
率を改善し、高い数値を維持できるよう適切な料金収入や業務改善・効
率化による費用削減に努める必要がある。
⑥給水原価
委託料や修繕費、固定資産除却費などの増加に伴い費用が前年度より大
幅に増加したため、給水原価も上昇した。
⑦施設利用率
類似団体平均値よりも高い水準であり前年度より指標が上昇している
が、利用率は60％台である。今後、人口減少等による配水量の減少が予
想されることから、施設のダウンサイジングを検討する必要がある。
⑧有収率
類似団体平均値より高い水準を維持しているが、前年度数値より低下し
た。施設利用率が上昇傾向にあるにもかかわらず有収率は減少傾向で推
移しており、収益につながっていないと言える。これは、老朽化した管
路の更新が進んでいないことにより漏水の発生が増加していることが要
因のひとつと考えられる。今後も、漏水調査の継続による早期の漏水発
見・修繕や計画的な管路更新に取り組んでいく。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
年々施設の老朽化が進行していることから上昇傾向
で推移しており、類似団体平均値よりも高い水準と
なっている。
②管路経年化率
年々管路の老朽化も進んでおり、類似団体平均値よ
り高い水準となっている。管路経年化率と併せて管
路更新率も低下していることから、計画的な老朽管
更新に取り組む必要がある。
③管路更新率
類似団体平均値よりも低い水準であり、前年度数値
よりも低下した。これは、令和7年度まで公共下水
道事業の概成に向けた関連工事を集中的に実施して
いることに伴い、管路更新工事が進んでいないこと
が要因である。この間にも管路の老朽化は進行する
ため、概成後は更なる効率的な維持・更新を進め
る。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】


